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(57)【要約】
【課題】野菜室への無駄な冷気を抑え、霜冷却運転時に
高湿な冷気を野菜室へ流す事で、湿度を向上させた冷蔵
庫を得ることを目的とする。
【解決手段】冷蔵庫本体に上から順に形成された冷蔵室
，冷凍室及び野菜室と、前記野菜室の後方に設けられた
機械室に設置された圧縮機と、前記冷凍室の後方に設け
られた冷却器室に設置された冷却器と、前記冷却器室内
に前記冷却器の上方に設けられ前記冷蔵室，前記野菜室
及び前記冷凍室に冷気を送風する送風機と、前記冷蔵室
への冷気の供給量を制御する冷蔵室ダンパと、前記野菜
室への冷気の供給量を制御する野菜室ダンパと、前記冷
凍室への冷気の供給量を制御する冷凍室ダンパと、を備
え、前記冷蔵室と前記野菜室への風路は前記冷却器室か
ら先で分岐しており、前記野菜室ダンパは前記冷却器室
から前記野菜室へ通じる風路であって、前記冷凍室と前
記野菜室を断熱区画する断熱仕切り壁よりも下側に配置
する。
【選択図】　図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　冷蔵庫本体に上から順に形成された冷蔵室，冷凍室及び野菜室と、
　前記野菜室の後方に設けられた機械室に設置された圧縮機と、
　前記冷凍室の後方に設けられた冷却器室に設置された冷却器と、
　前記冷却器室内に前記冷却器の上方に設けられ前記冷蔵室，前記野菜室及び前記冷凍室
に冷気を送風する送風機と、
　前記冷蔵室への冷気の供給量を制御する冷蔵室ダンパと、
　前記野菜室への冷気の供給量を制御する野菜室ダンパと、
　前記冷凍室への冷気の供給量を制御する冷凍室ダンパと、を備え、
　前記冷蔵室と前記野菜室への風路は前記冷却器室から先で分岐しており、前記野菜室ダ
ンパは前記冷却器室から前記野菜室へ通じる風路であって、前記冷凍室と前記野菜室を断
熱区画する断熱仕切り壁よりも下側に配置したことを特徴とする冷蔵庫。
【請求項２】
　前記圧縮機の停止時に前記冷凍室ダンパを閉、前記冷蔵室ダンパ及び前記野菜室ダンパ
を開とした状態で前記送風機を駆動する第一の運転を行い、
　該第一の運転の後に前記冷凍室ダンパを閉、前記冷蔵室ダンパ及び前記野菜室ダンパを
開状態で前記圧縮機を駆動して前記送風機を駆動する第二の運転を行うことを特徴とする
、請求項１記載の冷蔵庫。
【請求項３】
　前記野菜室の温度を検知する野菜室温度センサを備え、該野菜室温度センサの検知温度
に基づいて前記野菜室ダンパを制御することを特徴とする、請求項２記載の冷蔵庫。
【請求項４】
　前記野菜室ダンパを開とするか否か判断する所定温度は、前記圧縮機が駆動している場
合よりも前記圧縮機が停止している場合の方を低く設定したことを特徴とする、請求項１
乃至３のいずれかに記載の冷蔵庫。
【請求項５】
　前記冷凍室の温度を検知する冷凍室温度センサを備え、該冷凍室温度センサの検知温度
に基づいて前記第一の運転から前記第二の運転に移行することを特徴とする、請求項２記
載の冷蔵庫。
【請求項６】
　前記冷蔵室の温度を検知する冷蔵室温度センサを備え、前記第一の運転中に前記冷蔵室
温度センサの検知温度が設定温度に達した場合、前記送風機を停止することを特徴とする
、請求項２記載の冷蔵庫。
【請求項７】
　前記第二の運転の後、前記圧縮機が駆動した状態で前記冷蔵室ダンパ及び前記野菜室ダ
ンパを閉、前記冷凍室ダンパを開として前記送風機を駆動する第三の運転を行うことを特
徴とする、請求項２記載の冷蔵庫。
【請求項８】
　前記野菜室の扉の開閉を検知する手段を備え、前記第三の運転中に前記野菜室の扉の開
閉が検知された場合、前記野菜室の設定温度を高くすることを特徴とする、請求項７記載
の冷蔵庫。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、冷蔵庫に関する。
【背景技術】
【０００２】
　本技術分野の背景技術として、特許第４３１７８４０号公報（特許文献１）がある。
【０００３】
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　特許文献１には、冷凍室上部に冷蔵室を、冷凍室下部に野菜室を備え、冷凍室の背部に
冷却器及び送風機が配設された冷蔵庫において、送風機の上方に冷蔵室への冷気の吹き出
しを制御するダンパ装置を有し、このダンパ装置を経た冷気の一部が野菜室へ送られる構
成が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第４３１７８４０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１では、ダンパ装置が冷却器の上方に位置するので、水分を含んだ冷気が野菜
室に届くまでに風路中で冷やされて結露するおそれがある。また、ダンパ装置が冷却器の
温度影響を受けて凍結しないように、ダンパ周辺の断熱を強化する必要があり、収納面積
が低下することがある。
【０００６】
　また、野菜室内は内部に貯蔵した食品（負荷）自身の水分蒸散を利用して高湿化させて
いるため、負荷が少量時には水分が不足して湿度が低下するため、負荷量が少ない場合に
湿度を高湿に保つ事が難しかった。
【０００７】
　そこで本発明は、各貯蔵室への送風を制御することで、野菜室を適切な状態に制御する
冷蔵庫を得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するために、例えば特許請求の範囲に記載の構成を採用する。一例とし
て、冷蔵庫本体に上から順に形成された冷蔵室，冷凍室及び野菜室と、前記野菜室の後方
に設けられた機械室に設置された圧縮機と、前記冷凍室の後方に設けられた冷却器室に設
置された冷却器と、前記冷却器室内に前記冷却器の上方に設けられ前記冷蔵室，前記野菜
室及び前記冷凍室に冷気を送風する送風機と、前記冷蔵室への冷気の供給量を制御する冷
蔵室ダンパと、前記野菜室への冷気の供給量を制御する野菜室ダンパと、前記冷凍室への
冷気の供給量を制御する冷凍室ダンパと、を備え、前記冷蔵室と前記野菜室への風路は前
記冷却器室から先で分岐しており、前記野菜室ダンパは前記冷却器室から前記野菜室へ通
じる風路であって、前記冷凍室と前記野菜室を断熱区画する断熱仕切り壁よりも下側に配
置する。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、各貯蔵室への送風を制御することで、野菜室を適切な状態に制御する
冷蔵庫を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施形態に係る冷蔵庫の正面外形図。
【図２】本発明の実施形態に係る冷蔵庫の庫内の構成を表す図１のＸ－Ｘ断面図。
【図３】本発明の実施形態に係る冷蔵庫の庫内の構成を表す正面図である。
【図４】図２の要部拡大説明図。
【図５】図３の要部拡大説明図。
【図６】本発明の実施形態に係る冷蔵庫の制御を表すフローチャート。
【図７】本発明の実施形態に係る冷蔵庫の制御を表すフローチャート。
【図８】本発明の実施形態に係る冷蔵庫の制御を表すタイムチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
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　本発明に係る冷蔵庫の実施形態を、図１から図５を参照しながら説明する。
【００１２】
　図１は、本実施形態の冷蔵庫の正面外形図であり、図２は、冷蔵庫の庫内の構成を表す
図１におけるＸ－Ｘ縦断面図であり、図３は、冷蔵庫の庫内の構成を表す正面図であり、
冷気ダクトや吹き出し口の配置などを示す図であり、図４は図２の要部拡大説明図である
。図５は図３の要部拡大説明図である。
【００１３】
　図１に示すように、本実施形態の冷蔵庫１は、上方から、冷蔵室２，製氷室３，上段冷
凍室４，下段冷凍室５，野菜室６から構成されている。なお、以下本明細書中では、製氷
室３と上段冷凍室４と下段冷凍室５の総称として冷凍室と呼ぶことがある。
【００１４】
　冷蔵室２は前方側に、左右に分割された観音開きの冷蔵室扉２ａ，２ｂを備え、製氷室
３，上段冷凍室４，下段冷凍室５，野菜室６は、それぞれ引き出し式の製氷室扉３ａ，上
段冷凍室扉４ａ，下段冷凍室扉５ａ，野菜室扉６ａを備えている。以下では、冷蔵室扉２
ａ，２ｂ，製氷室扉３ａ，上段冷凍室扉４ａ，下段冷凍室扉５ａ，野菜室扉６ａを単に扉
２ａ，２ｂ，３ａ，４ａ，５ａ，６ａと称する。
【００１５】
　また、冷蔵庫１は、扉２ａ，２ｂ，３ａ，４ａ，５ａ，６ａの各扉の開閉状態をそれぞ
れ検知する図示しない扉センサと、扉開放状態と判定された状態が所定時間、例えば、１
分間以上継続された場合に、使用者に報知する図示しないアラーム，冷蔵室２や野菜室６
の温度設定や冷凍室６０の温度設定をする図示しない温度設定器等を備えている。
【００１６】
　図２に示すように、冷蔵庫１の庫外と庫内は、発泡断熱材（発泡ポリウレタン）を充填
することにより形成される断熱箱体１０により隔てられている。冷蔵庫１の断熱箱体１０
は複数の真空断熱材２５を実装している。
【００１７】
　庫内は、断熱仕切壁２８により冷蔵室２と、上段冷凍室４及び製氷室３（図１参照、図
２中で製氷室３は図示されていない）とが隔てられ、断熱仕切壁２９により、下段冷凍室
５と野菜室６とが隔てられている。
【００１８】
　扉２ａ，２ｂ（図１参照）の庫内側には複数の扉ポケット３２が備えられている。また
、冷蔵室２は複数の棚３６により縦方向に複数の貯蔵スペースに区画されている。
【００１９】
　図２に示すように、上段冷凍室４，下段冷凍室５及び野菜室６は、それぞれの室の前方
に備えられた扉３ａ，４ａ，５ａ，６ａと一体に、収納容器３ｂ，４ｂ，５ｂ，６ｂがそ
れぞれ設けられており、扉４ａ，５ａ，６ａの図示しない取手部に手を掛けて手前側に引
き出すことにより収納容器４ｂ，５ｂ，６ｂが引き出せるようになっている。図１に示す
製氷室３にも同様に、扉３ａと一体に、図示しない収納容器（図２中（３ｂ）で表示）が
設けられ、扉３ａの図示しない取手部に手を掛けて手前側に引き出すことにより収納容器
３ｂが引き出せるようになっている。
【００２０】
　図２に示すように（適宜図３～図５参照）、冷却器７は下段冷凍室５の略背部に備えら
れた冷却器収納室８内に設けられており、冷却器７の上方に設けられた庫内送風機（送風
機）９により冷却器７と熱交換して冷やされた空気（冷気、以下、冷却器７で冷やされて
できた低温空気を冷気と称する）が冷蔵室送風ダクト１１，上段冷凍室送風ダクト１２，
下段冷凍室送風ダクトである冷気ダクト１３及び図示しない製氷室送風ダクト、野菜室送
風ダクト１６ｂを介して、冷蔵室２，上段冷凍室４，下段冷凍室５，製氷室３，野菜室６
の各室へ送られる。各室への送風は冷蔵室ダンパ２０と冷凍室ダンパ５０と野菜室ダンパ
４０の開閉により制御される。
【００２１】
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　本実施形態の冷蔵庫では、野菜室ダンパ４０が下段冷凍室５と野菜室６の断熱仕切りよ
り下方であって、野菜室６の後部に配置されている。よって、冷凍温度の影響を抑えて野
菜室ダンパ４０の凍結防止効果が得られる。また、野菜室６近くに野菜室ダンパ４０が設
けてあるので、野菜室６の冷気制御がきめ細かに行えるため、保湿効果が高くなる。
【００２２】
　また、野菜室送風ダクト１６ｂは冷凍温度帯の領域に配置されており、その終端に野菜
室ダンパ４０が配置される。そのため、野菜室送風ダクト１６ｂは低温に維持された状態
となるので、温度変化による結露や氷結の発生を防止することができる。
【００２３】
　ちなみに、冷蔵室２，製氷室３，上段冷凍室４，下段冷凍室５，野菜室６の各送風ダク
トは、図３に破線で示すように冷蔵庫１の各室の背面側に設けられている。
【００２４】
　風路は前後に分割されており、手前側風路が野菜室送風ダクト１６ｂ、奥側風路が冷蔵
室戻りダクト１６ａとなっている。
【００２５】
　具体的には、冷蔵室ダンパ２０，野菜室ダンパ４０が開状態、冷凍室ダンパ５０が閉状
態のときには、冷気は、冷却器収納室８の上部で冷蔵室２側と野菜室６側に風路が分岐し
て、一方は冷蔵室送風ダクト１１を経て多段に設けられた吹き出し口２ｃから冷蔵室２へ
送られる。他方は、野菜室送風ダクト１６ｂを経て野菜室６背面右側上部に設けられた野
菜室吹き出し口６ｃから野菜室６に流入して野菜室６を冷却する。
【００２６】
　冷蔵室２の冷却を終えた後は、冷蔵室２背面右側下部に備えられた冷蔵室戻り口２ｄか
ら冷蔵室戻りダクト１６ａを介して冷却器７の右側に設けられた冷蔵室戻り吐出口１８ａ
から流入する（図３または図５参照）。
【００２７】
　野菜室６の冷却を終えた後は、断熱仕切壁２９の下部前方に設けられた、野菜室戻り口
６ｄから、野菜室戻りダクト１８を介して、冷却器７の左側に設けられた野菜室戻り吐出
口１８ａから流入する（図３または図５参照）。
【００２８】
　図３では、冷凍室ダンパ５０が省略されているが、冷凍室ダンパ５０が開状態のとき、
冷却器７で熱交換された冷気が庫内送風機９により図示省略の製氷室送風ダクトや上段冷
凍室送風ダクト１２を経て吹き出し口３ｃ，４ｃからそれぞれ製氷室３，上段冷凍室４へ
送風され、冷気ダクト１３を経て吹き出し口５ｃから上段冷凍室４へ送風される。
【００２９】
　一般に、周囲温度に対して低温の冷気は、上方から下方に向かう下降流を形成するので
、冷気は貯蔵室の上方により多く供給することで、室内を良好に冷却できる。本実施形態
の冷蔵庫では、冷凍室ダンパを設けているが、これを庫内送風機の上方に設置することで
、庫内送風機からの送風をスムーズに、冷凍温度帯室の上段に位置する製氷室３や上段冷
凍室４に送風できるように配慮している。
【００３０】
　図５に示すように、冷蔵室２からの戻り冷気は、冷却器収納室８の側方に備えられた冷
蔵室戻りダクト１６ａを通って、冷却器収納室８に流入する。野菜室６からの戻り冷気は
、野菜室戻り口６ｄ（図２参照）から流入し、図４に示すように、断熱仕切壁２９の中に
設けられた野菜室戻りダクト１８を通って、冷却器収納室８の下部前方に設けられた、冷
却器７の左側の野菜室戻り吐出口１８ａ（図５参照）から、冷却器収納室８に流入する。
【００３１】
　一方、冷凍室６０を冷却した冷気は、図４に示すように、冷却器収納室８と冷凍室６０
を仕切る仕切板５４の下部に備えられた、冷凍室戻り口１７を介して冷却器収納室８に流
入する。なお、冷却器収納室８の下方には、除霜ヒータ２２が備えられている。除霜ヒー
タ２２は、ガラス管ヒータであり、ガラス管の外周にはアルミニウム製の放熱フィン２２
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ａが備えられている。除霜ヒータ２２の上方には、除霜水が除霜ヒータ２２に滴下するこ
とを防止するために、上部カバー５３が設けられている。
【００３２】
　冷却器７及びその周辺の冷却器収納室８の壁に付着した霜が除霜によって融解すること
で生じた除霜水は、冷却器収納室８の下部に備えられた樋２３に流入した後に、排水管２
７を介して後記する機械室１９に配された蒸発皿２１に達し、圧縮機２４及び、機械室１
９内に配設される図示しない凝縮器の発熱により蒸発させられる。
【００３３】
　また、冷却器７の正面から見て左上部には冷却器に取り付けられた冷却器温度センサ３
５、冷蔵室２には冷蔵室温度センサ３３、下段冷凍室５には冷凍室温度センサ３４がそれ
ぞれ備えられており、それぞれ冷却器７の温度（以下、冷却器温度と称する），冷蔵室２
の温度（以下、冷蔵室温度と称する），下段冷凍室５の温度（以下、冷凍室温度と称する
）を検知できるようになっている。さらに、冷蔵庫１は、庫外の温度を検知する図示しな
い外気温度センサを備えている。なお、野菜室６にも野菜室温度センサ３３ａが配置して
ある。
【００３４】
　冷蔵庫１の天井壁上面側にはＣＰＵ，ＲＯＭやＲＡＭ等のメモリ，インターフェース回
路等を搭載した制御基板３１が配置されており（図２参照）、制御基板３１は、前記した
外気温度センサ，冷却器温度センサ３５，冷蔵室温度センサ３３，野菜室温度センサ３３
ａ，冷凍室温度センサ３４，扉２ａ，２ｂ，３ａ，４ａ，５ａ，６ａの各扉の開閉状態を
それぞれ検知する前記した扉センサ，冷蔵室２内壁に設けられた図示しない温度設定器，
下段冷凍室５内壁に設けられた図示しない温度設定器等と接続し、前記ＲＯＭにあらかじ
め搭載されたプログラムにより、圧縮機２４のＯＮ，ＯＦＦ等の制御，冷蔵室ダンパ２０
、野菜室ダンパ４０、及び冷凍室ダンパ５０を個別に駆動する図示省略のそれぞれのアク
チュエータの制御，庫内送風機９のＯＮ／ＯＦＦ制御や回転速度制御，前記した扉開放状
態を報知するアラームのＯＮ／ＯＦＦ等の制御を行う。
【００３５】
　次に、本実施形態の冷蔵庫の冷却運転の制御について、図６を参照しながら説明する。
図６は本実施形態の冷蔵庫の基本的な制御を表す制御フローチャートである。制御は、制
御基板３１（図２参照）のＣＰＵがＲＯＭに格納されたプログラムを実行することによっ
て行われる。
【００３６】
　図６に示すように、冷蔵庫は電源投入により運転が開始され（スタート）、冷蔵庫の庫
内各室が冷却され、基本的な熱負荷が、庫外からの熱侵入のみとなった時点から、それ以
降は、ユーザーが扉の開閉を行い熱負荷が増加する、あるいは、庫外温湿度環境が変化し
て熱侵入量が変化するといったことがなければ、一定の運転パターンを繰り返す（安定冷
却運転）。図６では、この安定冷却運転状態に至るまでの制御過程は省略している。
【００３７】
　なお、本実施形態の冷蔵庫の安定した冷却運転時には、野菜室は冷蔵室や冷凍室運転と
独立して制御を行うため、図６では冷蔵室や冷凍室のサイクルを示す。
【００３８】
　安定冷却運転時は、一定の運転パターン（運転サイクル）を繰り返すが、ここでは冷凍
室運転が実施されている状態から説明をする（ステップＳ１０１）。冷凍室運転とは、「
庫内送風機ＯＮ，冷蔵室ダンパ閉，冷凍室ダンパ開，圧縮機ＯＮ（高回転）」の状態で、
冷凍室の冷却を実施する運転である。
【００３９】
　冷凍室運転が実施されている状態で、冷蔵室扉２ａ，２ｂの開閉を検知する冷蔵室扉セ
ンサによって冷蔵室扉２ａ、あるいは、２ｂの開閉が検知されると（ステップＳ１０２）
、ステップＳ２０１に進む（ステップＳ２０１については後述）。冷蔵室扉２ａ、あるい
は、２ｂの開閉がなければ、続いて、冷蔵室温度センサ３３によって検知される冷蔵室温
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度があらかじめ設定されている冷蔵室上限温度ＴＲ_２（本実施形態の冷蔵庫ではＴＲ_２
＝６℃）より高いか否かが判定される（ステップＳ１０３）。
【００４０】
　冷蔵室温度＞冷蔵室上限温度ＴＲ_２となっていない場合（Ｎｏ）（冷蔵室温度＞冷蔵
室上限温度ＴＲ_２となっている場合（Ｙｅｓ）の制御は後述）、冷凍室温度センサ３４
によって検知される冷凍室温度が、あらかじめ設定されている冷凍室下限温度ＴＦ_１（
本実施形態の冷蔵庫ではＴＦ_１＝－２１℃）より低いかどうかが判定される（ステップ
Ｓ１０４）。なお、冷凍室温度＜冷凍室下限温度ＴＦ_１となっていない場合（Ｎｏ）は
、再びステップＳ１０１に戻る。
【００４１】
　ステップＳ１０４で、冷凍室温度＜冷凍室下限温度ＴＦ_１となった場合（Ｙｅｓ）は
、続いて、冷蔵室温度と、あらかじめ設定されている判定基準温度ＴＲ_ａ（本実施形態
の冷蔵庫ではＴＲ_ａ＝５℃），ＴＲ_ｂ（本実施形態の冷蔵庫ではＴＲ_ｂ＝４℃）との
比較を行い、その比較結果に基づいて、冷却器温度センサ３５の検知温度に関する基準温
度Ｔｅｖｐの値を選択する。具体的には、冷蔵室温度＞ＴＲ_ａであればＴｅｖｐ＝Ｔｅ
ｖｐ_１（本実施形態の冷蔵庫ではＴｅｖｐ_１＝３℃）とし、ＴＲ_ａ≧冷蔵室温度＞Ｔ
Ｒ_ｂであれば、Ｔｅｖｐ＝Ｔｅｖｐ_２（本実施形態の冷蔵庫ではＴｅｖｐ_２＝－１０
℃）とし、ＴＲ_ｂ≧冷蔵室温度であれば、Ｔｅｖｐ＝Ｔｅｖｐ_３（本実施形態の冷蔵庫
ではＴｅｖｐ_２＝－１８℃）とする（ステップＳ１０５）。
【００４２】
　したがって、Ｔｅｖｐの値は、外気温度が高く、冷蔵室温度が上昇しやすい場合には、
Ｔｅｖｐ１が選択され、外気温度が低く、冷蔵室温度が上昇し難い場合には、Ｔｅｖｐ３
が選択され、その間の外気温度程度であればＴｅｖｐ２が選択される。また、例えば、食
品かすなどを挟みこみ、冷蔵室扉２ａ、あるいは、２ｂにわずかな隙間が生じ、そのため
に定常的に熱負荷は増えるが、冷蔵室扉センサは隙間が小さいために扉は閉状態と認識し
て扉開放状態を知らせるアラームが鳴動しない状態となることがある。この場合には、外
気温が比較的低くても、冷蔵室の温度が上昇しやすくなることがあり、Ｔｅｖｐの値は、
Ｔｅｖｐ_２やＴｅｖｐ_１が選択されることもある。
【００４３】
　続いて霜冷却運転（第一の運転）が実施される（ステップＳ１０６）。霜冷却運転とは
、「庫内送風機ＯＮ，冷蔵室ダンパ開，冷凍室ダンパ閉，圧縮機ＯＦＦ」の状態で実施さ
れる運転（第一の運転）である。霜冷却運転が実施されている状態では、冷蔵室温度があ
らかじめ設定されている冷蔵室下限温度ＴＲ_１（本実施形態の冷蔵庫ではＴＲ_１＝１.
５℃）より低いか否か（ステップＳ１０７）、冷却器温度がステップＳ１０５で設定され
た基準温度Ｔｅｖｐより高いか否か（ステップＳ１０８）が判定され、冷蔵室温度＜冷蔵
室下限温度ＴＲ_１を満足せず（Ｎｏ）、また、冷却器温度＞基準温度Ｔｅｖｐを満足し
ない場合（Ｎｏ）には、冷凍室温度が、あらかじめ設定されている圧縮機ＯＮ温度ＴＦ_
２（本実施形態の冷蔵庫ではＴＦ_２＝－１９℃）より高いか否かが判定され（ステップ
Ｓ１０９）、冷凍室温度＞圧縮機ＯＮ温度ＴＦ_２が満足されない場合（Ｎｏ）には、再
びステップＳ１０７に戻る。
【００４４】
　ステップＳ１０９において、冷凍室温度＞圧縮機ＯＮ温度ＴＦ_２となっている（Ｙｅ
ｓ）と判定された場合は、続いて圧縮機がＯＮされて、低回転（本実施形態の冷蔵庫では
このときの圧縮機回転数は１２００min-1）で運転される冷蔵室運転となる（ステップＳ
１１０）。すなわち、冷蔵室運転（第二の運転）とは、「庫内送風機ＯＮ，冷蔵室ダンパ
開，野菜室ダンパ開，冷凍室ダンパ閉，圧縮機ＯＮ（低回転）」の状態で、冷蔵室の冷却
を実施する運転である。
【００４５】
　冷蔵室運転（第二の運転）が実施されている状態では、冷凍室温度があらかじめ設定さ
れた冷凍室上限温度ＴＦ_３（本実施形態の冷蔵庫ではＴＦ_３＝－１６℃）より高いか否
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かが判定され（ステップＳ１１１）、冷凍室温度＞冷凍室上限温度ＴＦ_３が満足されな
い（Ｎｏ）と判定された場合には（冷凍室温度＞冷凍室上限温度ＴＦ_３が満足される場
合（Ｙｅｓ）の制御は後述）、冷蔵室温度＜冷蔵室下限温度ＴＲ_１の判定に移る（ステ
ップＳ１１２）。冷蔵室温度＜冷蔵室下限温度ＴＲ_１が満足されない場合（Ｎｏ）には
、再びステップＳ１１１に戻る。
【００４６】
　ステップＳ１１２において、冷蔵室温度＜冷蔵室下限温度ＴＲ_１が満足された場合（
Ｙｅｓ）、「冷凍室ダンパ開，冷蔵室ダンパ閉」となり（ステップＳ１１３）、続いて、
圧縮機が高回転（本実施形態の冷蔵庫ではこのときの圧縮機回転数は１９００min-1）に
なるとともに、庫内送風機が停止される（ステップＳ１１４）。所定時間（本実施形態の
冷蔵庫では３０秒）経過後（ステップＳ１１５）、庫内送風機が稼動され、冷凍室運転が
開始される（ステップＳ１１６）。ステップＳ１１６の冷凍室運転は、ステップＳ１０１
で説明した冷凍室運転の状態であるので、以上が本実施形態の冷蔵庫の安定冷却運転時の
運転サイクルとなる。
【００４７】
　なお、冷蔵庫では、扉開閉や、比較的温度が高い食品を収納するといったことがあると
、熱負荷が一時的に増すことになる。以下では、本実施形態の冷蔵庫の熱負荷が一時的に
増した場合の制御について説明する。
【００４８】
　本実施形態の冷蔵庫では、ステップＳ１０２において、冷蔵室扉２ａ，２ｂの開閉の有
無を判定しており、冷蔵室扉２ａ，２ｂの扉開閉があった場合、ステップＳ２０１に進む
ようになっている。ステップＳ２０１では、冷蔵室上限温度ＴＲ_２がＴＲ_２′に置き換
わる（本実施形態の冷蔵庫ではＴＲ_２＝６℃がＴＲ_２′＝８℃になる）。冷蔵室上限温
度ＴＲ_２を、ＴＲ_２′と上書きしたらステップＳ１０１に戻る。
【００４９】
　ステップＳ１０１に戻ると、扉が既に閉じられていれば（ステップＳ１０２がＮｏと判
定されれば）、続いてステップＳ１０３において、冷蔵室温度＞冷蔵室上限温度ＴＲ_２
の判定が行われる。ここでは、ステップＳ２０１において、冷蔵室上限温度ＴＲ_２がＴ
Ｒ_２′で上書きされているため、冷蔵室上限温度が高くなっている。
【００５０】
　したがって、冷蔵室の扉開閉がない場合よりも、ステップＳ１０３における冷蔵室温度
＞冷蔵室上限温度ＴＲ_２は満足され難くなる。ステップＳ１０３における冷蔵室温度＞
冷蔵室上限温度ＴＲ_２が満足された場合（Ｙｅｓ）は、冷蔵室の冷却が必須な状態とみ
なし、冷蔵室ダンパ２０を開状態として、冷蔵冷凍運転、すなわち、「庫内送風機ＯＮ，
冷蔵室ダンパ開，冷凍室ダンパ開，圧縮機ＯＮ（高回転）」の運転として、冷蔵室と冷凍
室の両方が冷却される（ステップＳ３０１）。ステップＳ３０１により冷蔵冷凍運転が開
始された後には、ステップＳ１１２に移る。なお、冷蔵室上限温度ＴＲ_２は、所定時間
（本実施形態の冷蔵庫では３０分）経過後にＴＲ_２′（＝８℃）から再び元の値のＴＲ_
２（＝６℃）に戻るようになっている。
【００５１】
　また、ステップＳ１１２によって冷蔵室運転中に冷凍室温度＞冷凍室上限温度ＴＦ_３
の判定が行われる。冷凍室温度＞冷凍室上限温度ＴＦ_３が満足された場合（Ｙｅｓ）、
冷凍室の冷却が必須な状態とみなし、圧縮機を高回転とし、冷凍室ダンパ５０を開状態と
して、冷蔵冷凍運転、すなわち、「庫内送風機ＯＮ，冷蔵室ダンパ開，冷凍室ダンパ開，
圧縮機ＯＮ（高回転）」の運転として、冷蔵室と冷凍室の両方が冷却される（ステップＳ
３０１）。ステップＳ５０１により冷蔵冷凍運転が開始された後には、ステップＳ１１２
に移る。
【００５２】
　また、ステップＳ１０７（冷蔵室温度＜冷蔵室下限温度ＴＲ_１）、または、ステップ
Ｓ１０８（冷却器温度＞Ｔｅｖｐ（ステップＳ１０５で設定された基準温度）の何れかが
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満足される（Ｙｅｓ）と、霜冷却運転中に庫内送風機が停止され（ステップＳ４０１）、
ステップＳ１０９に移る。
【００５３】
　図７は、本実施形態の冷蔵庫の、野菜室ダンパ４０の制御のフローチャートを示す。野
菜室は冷蔵室，冷凍室運転の一連のサイクルとは別の独立制御となるので図６の基本制御
を参照にしながら野菜室の制御について説明する。
【００５４】
　図６のステップＳ１１０の冷蔵室運転（第二の運転）は、「庫内送風機ＯＮ，冷蔵室ダ
ンパ開，野菜室ダンパ開，冷凍室ダンパ閉，圧縮機ＯＮ（低回転）」の制御となる。ここ
で、野菜室の制御は、図７より圧縮機がＯＮの状態となり、野菜室６の温度が設定温度（
野菜室ダンパ閉温度：ＴＶ_１）より高い場合は、野菜室ダンパ４０を開けて野菜室６の
冷却を行う。野菜室６の温度が設定温度（野菜室ダンパ閉温度：ＴＶ_１）より低い場合
は、野菜室ダンパ４０を閉じて、余計な冷気を野菜室６へ流入させないように制御する。
【００５５】
　図６のステップＳ１０６の霜冷却運転（第一の運転）が実施されるのは、「庫内送風機
ＯＮ，冷蔵室ダンパ開，冷凍室ダンパ閉，圧縮機ＯＦＦ」の状態で実施される運転となる
。ここで、野菜室の制御は、図７より圧縮機がＯＦＦの状態となり、野菜室６の温度が設
定温度（野菜室ダンパ閉温度：ＴＶ_２＜ＴＶ_１）より高い場合は、野菜室ダンパ４０を
開けて野菜室６の冷却を行う。野菜室６の温度が設定温度（野菜室ダンパ閉温度：ＴＶ_
２＜ＴＶ_１）より低い場合は、野菜室ダンパ４０を閉じる。霜冷却時は、冷却器７に付
着した霜を融解し、融解により水分を多く含んだ冷気を野菜室６空間に吹き出し循環させ
ることで、野菜室６の湿度が向上する。
【００５６】
　そこで、野菜室ダンパ閉温度は、霜冷却運転時は、低く設定し、より積極的に野菜室ダ
ンパ４０を開いて霜の冷却による加湿した冷気を取り込むようにする。
【００５７】
　これにより、圧縮機の運転を必要としない霜運転により、野菜へ潤いを与え、冷却効率
の高い冷蔵・野菜の単独運転により圧縮機の回転数を低回転とでき、温度変動を抑制し乾
燥を抑制する事が可能となる。
【００５８】
　また、野菜室６は冷蔵室２とは独立に制御するので、冷蔵室の温度に依存せずに野菜室
が必要となる冷気を供給でき、野菜室の温度管理が行える。
【００５９】
　図８は、本実施形態の冷蔵庫の、安定冷却運転状態での温度変化に対する、庫内送風機
，冷蔵室ダンパ，野菜室ダンパ，冷凍室ダンパ及び圧縮機の制御を表すタイムチャートで
ある。
【００６０】
　図８に示すように、「庫内送風機ＯＮ，冷蔵室・野菜室ダンパ開，冷凍室ダンパ閉，圧
縮機ＯＮ（高回転）」の状態で実施される冷凍室運転後は、冷凍室温度が冷凍室下限温度
に達したため（図６におけるステップＳ１０４）、続いて、「庫内送風機ＯＮ，冷蔵室・
野菜室ダンパ閉，冷凍室ダンパ開，圧縮機ＯＦＦ」の状態で実施される霜冷却運転となっ
ている（図６におけるステップＳ１０６）。
【００６１】
　霜冷却運転の実施中は、冷凍室の冷却は行われていないので、冷凍室温度は上昇してい
る（図６におけるステップＳ１０９）ので、続いて、圧縮機が低回転で稼動し、「庫内送
風機ＯＮ，冷蔵室・野菜室ダンパ開，冷凍室ダンパ閉，圧縮機ＯＮ（低回転）」の冷蔵室
・野菜室運転となる（図６のステップＳ１１０）。
【００６２】
　圧縮機が稼動しない霜冷却後に、圧縮機が稼動する冷蔵室・野菜室運転となったことで
、冷蔵室の冷却が加速され、冷蔵室が下限温度に達する（図６におけるステップＳ１１２
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【００６３】
　したがって、次に、冷凍室運転（第三の運転「庫内送風機ＯＮ，冷蔵室・野菜室ダンパ
閉，冷凍室ダンパ開，圧縮機ＯＮ（高回転）」）に移るが、冷凍室運転開始時には、所定
時間Δｔ（Δｔ＝３０秒間）の間、庫内送風機が停止され（図６におけるステップＳ１１
３～ステップＳ１１５）、所定時間Δｔ経過後に、庫内送風機が稼動され冷却が開始され
る（図６におけるステップＳ１１６）。
【００６４】
　以上で、本実施形態の冷蔵庫の構造と、制御方法の説明をしたが、次に、本実施形態の
冷蔵庫の奏する効果について説明する。
【００６５】
　本実施形態の冷蔵庫で野菜室を冷却する場合、圧縮機を運転させた冷蔵運転（第ニの運
転）と霜冷却（第一の運転）を組み合わせて冷却を行う。そこで、通常の圧縮機を運転さ
せた冷蔵運転のみの場合よりも、低湿な冷気を送風する時間を短縮する事が可能となり野
菜の乾燥を抑制できる上、省エネルギー運転となる。
【００６６】
　また、本実施形態の冷蔵庫において、霜冷却運転時は、霜が融解する事により生じる高
湿な空気を野菜室に送風する事で、ミスト等の加湿手段を用いなくても、野菜室を高湿状
態にする事が可能となる。
【００６７】
　また、本実施形態の冷蔵庫において、送風制御を行う野菜室ダンパを冷却器からの冷気
ダクト中の、冷凍室と野菜室の断熱仕切りの下方に備えた事で、霜冷却時の高湿な空気を
、他の経路を通過せずに直接野菜室へ送風する事が可能となり、冷気が送風ダクト中で結
露する事による冷気の乾燥を抑制できる。また、ダンパ位置が冷凍室と野菜室の断熱仕切
りの下方にあるので、冷凍室からの冷熱によるダンパの凍結を抑制可能となり、ダンパの
凍結防止のヒータを備えずに運転が可能となるので、省エネルギーとなる。
【００６８】
　以上より、本実施例の冷蔵庫は、冷蔵室と野菜室を分割風路で野菜室を独立に制御する
ことで、野菜室への無駄な冷気を抑え、霜冷却運転時に高湿な冷気を野菜室へ流す事で、
湿度を向上させた冷蔵庫を得る事が可能となる。
【符号の説明】
【００６９】
１　冷蔵庫
２　冷蔵室（冷蔵温度帯室）
３　製氷室（冷凍温度帯室）
４　上段冷凍室（冷凍温度帯室）
５　下段冷凍室（冷凍温度帯室）
６　野菜室（冷蔵温度帯室）
７　冷却器
８　冷却器収納室
９　庫内送風機（送風機）
１０　断熱箱体
１１　冷蔵室送風ダクト
１２　上段冷凍室送風ダクト
１３　冷気ダクト
１５　冷蔵室ダクト
１６ａ　冷蔵室戻りダクト
１６ｂ　野菜室送風ダクト
１７　冷凍室戻り口
１８　野菜室戻りダクト
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１８ａ　野菜室戻り吐出口
１９　機械室
２０　冷蔵室ダンパ
２１　蒸発皿
２２　除霜ヒータ
２３　樋
２４　圧縮機
３１　制御基板
３３　冷蔵室温度センサ
３３ａ　野菜室温度センサ
３４　冷凍室温度センサ
３５　冷却器温度センサ
４０　野菜室ダンパ
５０　冷凍室ダンパ
５３　上部カバー
５４　仕切板

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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